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第第 99 回回「「日日本本児児童童海海外外体体験験ププロロググララムム」」  
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     主催／ 公益財団法人博報児童教育振興会 

 

            後援／  

 

この度、2018 年に実施予定の第 9 回プログラムに参加する中学校の応募受付を開始   

しましたので、ここにご案内いたします。たくさんのご応募をお待ちしております。                                 

2017 年 6 月 1 日 
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1. 目的 

国際社会では、それぞれの 国の 生 活や 文 化の 多様 性を 理 解し、認め合 うことが 重 要です。この 事 業で

は、日本 語を 大 切にしながら、異文 化体 験や 国 際交 流を 通じて、日 本の 生 徒と 海 外の 生 徒がお 互い

の 理 解を 深め、国際 人として 成 長する 機 会を 提 供することを 目 的としています。 

 

2. プログラム概 E要 

この事業は「海外児童日本体験プログラム」と「日本児童海外体験プログラム」で構成されており、この両プログ

ラムに参加できる日本の中学校を 2 校程度、募集します。 

※ この事業は、学校単位での応募となります 

 

□ 海 外児 童日 本体 験プログラム 

海 E外 Aで A日本 E語 Aを A E学 Aぶ学校の生徒と A引 E率 Aする教師が来日し、日本校を訪問して、 A同世 E代 Aの日本の A生 E徒 A

と A日本 E語 Aを A通じ Eて AA交 E流 Aや A異文 E化 AA体 E験 Aを AE行Aいます。 

※ 世界 10 の国・地域より 10 校程度（海外校 1 校あたり、生徒 4 名と引率の教師 1 名）を予定しています 

(a) 期 間： 2018AE年A4 AE月A12AE日A(木)〜4 AE月A26 AE日A(木)< A予 E定 A> 

※ ただし、日本校の参加日程は下記、(b)体験内容に書かれた 5 日間 

(b) 体験 A内 E容 A： A学 E校 AA訪 E問 A、日本校と海外校との各種 A交 E流 A活動 

  ・合宿形式の課外活動（4/13～15 予定） 

  ・学校訪問（4/17～20 の内の 1 日予定） 

  ・海外校による発表会・歓送会（4/25 予定）  

(c) 参加 A人 E数 A： 合宿については日本校 1 A E校Aあたり、A生 E徒 A20 名程度と A引 E率 AA教 E師 A2 名（予定） 

(d) 助成 A内 E容 A： プログラム A E内Aの A活動 E費 A(宿舎、食事、A交通 E費 A、保険等を A E含 Aむ)、海外校を A受け入 Eれ Aるため

に A必 E要 Aな A諸経 E費 

 

□ 日 本児 童海 外体 験プログラム 

日 E本 Aの A生 E徒 Aが A海 E外 Aの A学 E校 Aを A訪 E問 Aし、A同世 E代 Aの A海 E外 Aの A生 E徒 Aと A日本 E語 Aを A通じ Eて AA交 E流 Aや A異文 E化 AA体 E験 A

を AE行Aいます。 

※ 日本 校が訪問する 海外 校は、「海 外児 童日 本体 験プログラム」の 参加 校の 中の 1校となる 予 定です 

(a) 期 間： 2018 年 7月 E21日 A(土)～7 A E月A31AE日 A(火) < A予 E定 A> 

(b) 体験 A内 E容 A： A学 E校 AA訪 E問 A、海外校との各種 A交 E流 A活動 

(c) 参加人数： 1 AE校Aあたり、生徒 6 名と引率教師 1 名（予定） 

(d) 助成 A内 E容 A： 訪問国までの A E往 AA E復 AA航 E空 AA運 E賃 A、 A E出 AA国 E税 A・ A空 E港 AA利 E用 AA E税 A、 A査 E証 AA E代 A、 A滞在 E中 Aの A宿 E舎 A・ A食 E事

A、A活動 E費 A(A研修 E費 A、A交通 E費 Aを AE含Aむ)、A海 E外 AA旅 E行 AA保 E険 Aの A付 E与 A等 
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3. A応 E募AA条 E件 

A以 E下 Aの A条 E件 Aを AE満Aたす学校を対象とします。 

◇ 日本の学校教育法に規定された前期中等 教 育を行う 学 校であること 

◇ 必 要に 応じて、国・関 係諸官 庁などからプログラムへの 参 加許 可を 得られること 

◇ 「日本児童海外体験プログラム」で、生徒を渡航させることが可能であること 

◇ 「海外児童日本体験プログラム」で、来日する海外校の学校訪問受け入れが可能であること 

◇ 「海外児童日本体験プログラム」で、来日する海外校との合宿形式の課外活動が可能であること 

◇ 両方のプログラムに参加でき、その 準 備・実 施に 積極 的・協力 的に 関われること 

◇ 生徒を指導する教師を引率者として両プログラムに参加させることが可能であること 

  （「海外児童日本体験プログラム」合宿形式の課外活動：2 名、「日本児童海外体験プログラム」：1 名（予定）） 

 

4. 応 E募AA手 E続 

(1) A提 E出 AA書 E類 

参加申請書１～３をご郵送ください 

※ 「参 加申請 書1」には必ず所 属教 育機 関長(学校 長)による直 筆の署 名および捺印が必 要となり

ます 

学校 E長 Aの A署 E名 Aが A無 Eい AA場 E合 A、A無 E効 Aとなりますのでご注意ください 

※ 参加申請書は、当財 団のウェブサイトからダウンロードできます 

  http://www.hakuhofoundation.or.jp/ 

(2) 受付期 E間 Aと A提出 E先 

A受付期 E間 A： 2017AE年A6 AE月A1AE日A(木)～8 A E月A31AE日A(木) 財団 A必 E着 

提 出 先： 博報財団 世界の子ども日本語ネットワーク推進 担当宛て 

        〒107-0052 東京都港区赤坂 2-11-7 ＡＴＴ新館 8 階 

 TEL： 03-5570-5008 / FAX： 03-5570-5016 / E-mail：hakuho.gn@hakuhodo.co.jp 

※ 2017年8月31日(木) 到着 分まで 有 効 

※ 応 募書 類は 必 ずご郵 送下さい。FAX や E メールなどでの 応 募は 受け 付けておりません 

 

５．選 考方 針・審 査 

提 E出 Aされた参加申請書をもとに、 A財 E団 Aが A組 E織 Aする A審 E査 AA委員 E会 Aにおいて、以下の点を重視しながら、A厳 E正 A

に A選 E考 Aを AE行Aいます。なお、A審 E査 AA内 E容 Aとその A過 E程 Aは A非公 E開 Aとします。 

◇ 参 加動 機・目 的 

◇ 海外校との交流アイデアとそのための準備・計画 
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◇ 学校環境や海外校を受け入れる体制 

◇ その 他、このプログラムの 参加にふさわしい学校であると 審査委員会で 認められること 

 

審査委員： 加藤 真一 ホサナ日本語学院 東京校 校長 

 (五十音順) 佐藤 郡衛 目白大学 学長・教授 ＊委員長 

 戸田 佐和 国際日本語普及協会 専務理事 

   古川 嘉子 国際交流基金 日本語国際センター 専任講師主任 

 

６．合 否通 知 

審 E査 AA結 E果 Aは、2017AE年A10 AE月A上旬に A文 E書 Aで A合 E否 Aを A通 E知 Aします。 

なお、審 査結 果に 関す る個 別の 問い 合わせには 応じかねますのでご 了 承下さい。 

 

７．学 校情 報の 公 開 

   参加 校に 決 定した 場 合、学校 名などの 情 報を 財 団ホームページ 他にて 公 表いたします。 

 

８．個 人情 報の 取 扱いについて 

 (1) お預かりしました個人情報は、公益財団法人博報児童教育振興会が厳重に管理し、審査および選考、合否通知

の発送、合格または参加決定時の発表、プログラム実施に係る連絡、当財団のホームページや新聞・雑誌等で

の活動報告および紹介、当財団のプログラムおよび活動の改善を目的としたアンケートの送付、ならびに当財団

が主催する今後の事業のご案内やお知らせ、挨拶状および発行物の送付などの目的で使用いたします。なお、   

お預かりしました個人情報は、法令等により開示を求められた場合を除き、業務委託先以外の第三者に開示また

は提供することはございません。 

(2) 本プログラムの記録映像、記録写真および成果物は、当財団の活動の範囲内で、当財団のホームページや  

   新聞・雑誌等での活動報告および紹介ならびに事業募集の告知物などに使用する場合があります。個人の氏名

や連絡先に関する情報は掲載いたしませんが、学校や個人を特定できる情報（写真や映像等を含む）について

は、該当する学校や個人に対して掲載内容を連絡のうえ、了承を得た範囲で掲載することとします。 

(3) 個人情報の取扱いに関するお問い合わせや、個人情報の照会、訂正もしくは削除のご要望または苦情の申出な

どにつきましては、下記のお問合せ窓口へご連絡ください。窓口担当者がご本人であることを確認させていただ

いたうえで、お問合せ等に関する手続きをご案内いたします。 

問合せ窓口：公益財団法人博報児童教育振興会「世界の子ども日本語ネットワーク推進」担当 

※ 当財団の個人情報保護への取り組みについては、以下のウェブサイトをご覧ください 

http://www.hakuhofoundation.or.jp/privacy/tabid/184/Default.aspx 
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このプログラムは、独立行政法人 国 際交 流基 金、公益社団法人 国 際日本 語普 及協 会、呉鳳科技大学、スリランカ 日本 語

教師 会、土 日基 金文 化センター、モンゴル・日 本人 材開 発センター、ルーマニア日本 語教師 会の協 力によって実 施されて

います。 
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＜参 考＞  

世 E界 Aの A E子Aども AE日AAE本AAE語Aネットワーク A推 E進 Aでは、プログラム A実 E施 AA前 E年 Aに、海外校の A引 E率 AA教 E師 Aを A日 E本 Aへ AE招Aい

て A事 E前 AA研 E修 Aを A行 Eい Aます。それによって、「 A海 E外 AA児 E童 AA日 E本 AA体 E験 Aプログラム」に参加する海外の生徒が日本の

生徒と交流できるよう、生徒の来日までに日本語学習等、交流に向けての準備をします。 

※ この研修に参加する海外教師の学校訪問受け入れについて、ご協力をお願いする場合があります 

 

□ 海 外教 師日 本研 修 

「海 外児 童日 本体 験プログラム」に 参 加する 学 校の 引 率教 師が 来 日し、プログラムの 実 施に 向け

て、生 徒の 日本 語学 習への 意 欲向 上、来 日・交 流に 向けた 生 徒への 指導 法、カリキュラムの 事 前

体 験などを 行 います。 

(a) 期 E間 A： 2017AE年A11AE月A13 AE日A(月)～12 A E月A2 日 (土) < A予 E定 A> 

(b) A研 E修 AA内 E容 A： A来 E日 Aに A E向Aけた A生 E徒 Aへの A指導 E法 A、A学 E校 AA訪 E問 Aや A日 E本 Aの A文 E化 A・A社 E会 AA体 E験 Aの A事 E前 AA体 E験 Aな

ど 

 

 ▼本事業の流れ 

    

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒107-0052 東京都港区赤坂 2-11-7 ＡＴＴ新館 8 階 
Tel 03(5570)5008 Fax 03(5570)5016 
http://www.hakuhofoundation.or.jp/  

 

博報財団（正式名称：公益財団法人 博報児童教育振興会）は、1970 年、株式会社   

博報堂の創業75周年記念事業として設立されました。新公益法人制度の施行に伴い、

2011 年 4 月に公益財団法人として認定され、現在に至ります。 

次代を担う子どもたちの豊かな人間性の育成のために、児童教育の実践者を顕彰 

する「博報賞」をはじめ、「児童教育実践についての研究助成」「国際日本研究フェ

ローシップ」「世界の子ども日本語ネットワーク推進」など、「ことば」「文化」の 

領域を中心に児童教育の支援につながる活動を行っています。 
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